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　川の周りの河畔林からは、秋にたくさんの落葉

が川へ供給されます（写真1）。落葉は、水生昆虫

やヨコエビといった川にすむ小動物の重要なエサ

資源の一つになっています。川の食物連鎖で上位

にいる魚類も、これらの小動物をエサとしているた

め、間接的に河畔林からの恩恵を受けているとい

えます。さらに、河畔林からの落葉は川を経由して

海まで流れていき、海の生物にも利用されます。

　それでは、川への落葉供給源として重要な範囲

はどのくらいでしょうか？ これは、落葉がどのくら

い遠くまで散布されるかによって決まるもので、秋

の落葉期に吹く風の強さと方向が大きく影響する

と考えられます。しかし、河畔林で落葉の散布距

離を詳しく調べた研究は少なく、落葉散布を予測

するのに十分なモデルもありませんでした。そこ

で、私たちの研究グループは、風向や風速のデー

タから樹木の落葉散布を面的に推定し、川へ供給

される落葉数を見積もることのできる新たなモデ

ルを開発しました。

　新しいモデルは、河畔林で実際に観測した風

（方位と強さ）、樹冠中央の高さ、実験的に計測し

た葉の落下速度などを用いて、落葉散布をシミュ

レーションする物理モデルです。かつて私たちが

提案したモデルでは、推定は樹木から一つの方位

への散布に限られ、また無風時に発生する落葉は

評価できませんでした。今回のモデルは、落葉の

散布を面的に捉えることが可能であり、無風時の

落葉の散布も計算できます（図1）。計算上は、す

べての落葉が樹冠中心から落下するという仮定

のため、樹冠下では推定誤差が大きくなってしま

うものの、樹冠から離れた地点では実際の落葉

散布を比較的よく再現することができます。

　この新モデルを用いて、川への落葉供給につい

て、河畔林の幅や位置（落葉期の主な風向に対し

て風上側か風下側か）を変えて試算をおこないま

した。その結果、川に供給される落葉数は、河畔

林の幅が10m程度までは増加するものの、さら

に幅が広くなっても増加しないことが分かりまし

た（図2）。これは、川への主たる落葉供給源が川

岸近くの樹木であり、遠くの樹木からの供給が少

ないためです。一方、風上側と風下側の河畔林を

比較すると、川の風上側に河畔林があった場合
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に、より多くの落葉が川に供給されることが分か

りました（図2）。さらに、川全体が受け取る落葉数

には川の蛇行も影響しており、基本的には直線流

路より河畔林内を蛇行して流れる流路の方が、受

け取れる落葉数が増えることも分かりました。

　以上から、川への落葉供給を考える上では、幅

が広くなくても川岸近くにある河畔林を保全する

こと、特に落葉期に川の風上側に位置する河畔林

を保全していくことが重要といえます。また、川の

流路の過度な直線化を避け、蛇行した流路を維

持することも重要と考えられます。なお、河畔林

には、落ち葉の供給以外にも生き物の生息場所

形成や水温上昇の抑制などの機能があるため、河

畔林の保全にあたっては、単一の機能にとらわれ

ず、多面的に検討をおこなうことが大切です。
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写真１　落葉期の河畔林（北海道苫小牧市、勇払川）
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図１　モデルで推定された河畔林のヤナギ落葉散布

の一例
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